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●特集！自治基本条例

●大空町議会構成決定

●後期高齢者医療制度 保険料について

今月の主な内容

ふるさとめぐりツアー一行



ま
る
わ
か
り

特集

自
治
基
本
条
例

こ
れ
か
ら
の
大
空
町
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

町
は
こ
れ
ま
で
、
町
民
や
団

体
な
ど
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画
づ
く
り
や

地
域
の
公
共
的
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
と
が
相
互
理
解
と
信

頼
の
も
と
、
目
的
を
共
有
し
、
連

携
・
協
力
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
一
層
進
め
て
い
く
考
え
で

す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政

主
導
で
は
、
良
い
ま
ち
づ
く
り
は

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
地
方
行
政
に

は
、
住
民
も
参
加
し
、
行
政
と
住

民
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

大
空
町
で
は
、
互
い
に
理
解
に

努
め
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
町

民
全
員
が
共
通
認
識
を
も
っ
て
、

行
政
の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
参
加
し
た
り
、
行
政
、
議
会
、

町
民
、
団
体
、
事
業
者
、
地
域
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
特
徴
を

活
か
し
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
空
町
自
治
基
本
条
例

（
仮
称
）
検
討
委
員
会
で
は
「
総

論
・
行
政
運
営
部
会
」
「
情
報
共

有
部
会
」
「
住
民
参
加
部
会
」
の

３
つ
の
専
門
部
会
に
分
か
れ
、
草

案
検
討
部
会
か
ら
出
さ
れ
た
条
例

の
草
案
を
基
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
が
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
様
々
な
課
題
を
克
服
し
て

い
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

②
町
民
へ
の
情
報
提
供
と
財
源
の

有
効
活
用

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
に

は
、
ま
ず
は
町
民
の
皆
さ
ん
へ
分

か
り
や
す
く
情
報
提
供
し
、
町
民

の
目
線
で
行
政
施
策
の
選
択
や
優

先
度
を
決
定
し
て
い
く
取
り
組
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
行
政
と
町
民
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

　

大
空
町
と
し
て
存
続
す
る
た
め

に
は
、
行
政
と
町
民
が
互
い
に
協

力
し
た
り
、
役
割
を
分
担
し
な
が

ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

活
発
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
み
ん
な

で
地
域
を
見
直
し
、
磨
き
を
か
け

な
が
ら
人
材
発
掘
や
地
域
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
分
権
自
治
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　

地
方
分
権
が
進
展
し
、
地
方
自

治
体
の
権
限
や
責
任
が
拡
大
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
空
町

で
は
職
員
数
や
財
源
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
総
合
的
な
政
策
や
専
門

的
な
対
応
力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

④
多
様
な
価
値
観
と
町
民
参
加
ル

ー
ル
の
確
立

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

環
境
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
多
様
な
価
値
観
が
あ
り
ま
す
。

行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
や
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
に
つ
い
て
も
認
識
は
ま

ち
ま
ち
で
す
。
そ
の
中
で
大
空
町

が
世
代
・
性
別
・
地
域
性
を
超
え

て
一
体
感
を
も
っ
て
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
町
民
参
加
の
ル
ー

ル
を
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
ル
ー
ル
を
「
条
例
」
と
い

う
形
で
明
文
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
が
自
治
基
本
条
例
で
す
。

大
空
町
は
住
民
参
加
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す

な
ぜ
大
空
町
に
は
自
治
基

本
条
例
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か

自主制・自発的活動協　働

▲相互理解

信頼関係議会 町

町民

尊
　
重

協
　
力

尊　重

協　力

尊
　
重

協
　
力

●町民の意思を町政に反映させる
　ためには・・・
●町民、議会、町が協働してまち
　づくりを行うためには・・・・

参加と協働のイメージ

主体的に参加

議会 町

⇒町民

参　加

町政に関わる

施策の意思形成
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一
つ
目
は
、
全
国
画
一
の
中
央

集
権
型
国
家
の
行
き
詰
ま
り
で
す
。

こ
れ
を
地
域
主
権
型
国
家
へ
変
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

己
決
定
、
自
己
責
任
の
自
治
体
へ

衣
替
え
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
安
心
社
会
の
行
き

詰
ま
り
で
す
。
無
関
心
と
孤
立
の

社
会
、
人
と
人
と
の
絆
の
喪
失
の

時
代
を
何
と
か
信
頼
社
会
に
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
「
情
報
の
共
有
」
と

「
参
加
」
に
よ
っ
て
新
た
な
信
頼

の
絆
の
再
構
築
が
必
要
に
な
っ
て

講演会から

　        NPO 法人公共政策研究所

                     理事長 水 澤 雅 貴 氏

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 

「
自
治
基
本
条
例
に
よ
る
大
空
町
の

　
　
　
　
　

   

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　　　 みずさわ　まさたか氏

〈プロフィール〉

渡島管内八雲町出身

〈学歴〉

早稲田大学社会科学部卒業

北海学園大学大学院経営学研究科修了

北海道大学公共政策大学院修了

〈職歴〉

1974 年 日本電信電話公社　入社

2005 年 NTT 東日本ー北海道　退職

2007 年 特定非営利活動法人

　　　　　　　公共政策研究所理事長　就任

2008 年 北海道大学公共政策大学院

　　　　　　　公共政策学研究センター研究員

・苫小牧市自治基本条例等検討懇話会会長

・江別市自治基本条例市民懇談会ファシリテー

　ター

・八雲町自治基本条例町民懇談会アドバイザー

・美幌町自治基本条例町民会議アドバイザー

　

一
つ
目
は
、
自
治
体
の
発
見
で

す
。
国
の
関
与
を
受
け
ず
自
治
体

自
ら
の
意
思
で
進
む
方
向
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

自
治
体
の
意
思
を
決
め
る
た
め

に
選
ば
れ
た
町
長
や
議
員
の
皆
さ

　

自
治
基
本
条
例
の
体
系
に
は
五

本
の
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
地
域
社
会
の
新
た

な
価
値
、
こ
れ
か
ら
の
大
空
町
は

ど
う
い
う
価
値
を
追
求
し
、
こ
う

い
う
町
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
ま
す
。
前
文
が
あ
っ
て
、

条
例
制
定
の
目
的
、
基
本
理
念
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
大
空
町
の
新
し

い
価
値
が
書
か
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
、

原
則
を
受
け
た
制
度
が
書
か
れ
ま

す
。
行
政
と
町
民
の
方
、
議
会
と

町
民
の
方
、
も
し
く
は
行
政
と
議

会
の
情
報
共
有
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
行
政

や
議
会
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
に

つ
い
て
書
か
れ
ま
す
。
住
民
投
票

や
地
域
協
議
会
に
つ
い
て
も
書
か

れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
制
度
の
担
い
手
が

具
体
的
に
書
か
れ
ま
す
。
町
民
の

権
利
・
役
割
、
議
会
・
議
員
の
責

務
、
首
長
・
職
員
の
責
務
、
行
政

運
営
に
つ
い
て
書
か
れ
ま
す
。　

　

四
つ
目
は
、
こ
の
条
例
が
作
り

っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

条
例
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
ま

す
。
見
直
し
と
か
、
町
民
委
員
会

や
近
隣
の
町
と
の
連
携
を
ど
う
す

る
の
か
な
ど
が
書
か
れ
ま
す
。

　

最
後
の
五
つ
目
に
は
、
自
治
基

本
条
例
が
最
高
規
範
で
あ
る
こ
と

が
書
か
れ
ま
す
。

　

今
、
世
の
中
で
起
き
て
い

　

る
三
つ
の
行
き
詰
ま
り

　

自
治
基
本
条
例
が
実
現
す

　

る
三
つ
の
発
見

　

自
治
基
本
条
例
の
制
度
体
系

ん
は
、
町
民
か
ら
地
位
を
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と

で
、
大
空
町
と
い
う
一
つ
の
地
方

政
府
が
成
立
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
町
長
や
職
員
の
責
務
、
議
会

や
議
員
の
権
限
、
責
務
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
運
営

や
議
会
運
営
に
も
そ
の
趣
旨
に
基

づ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
行
政
は
、
総
合
計
画
の
策

定
・
見
直
し
や
行
政
評
価
に
は
必

ず
町
民
参
加
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
こ
と
。
議
会
は
、
町
民
向
け
の

議
会
報
告
会
や
町
民
の
議
会
へ
の

提
案
な
ど
を
受
け
る
開
か
れ
た
議

会
運
営
が
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
町
民
の
発
見
で
す
。

自
治
体
の
主
権
者
は
町
民
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
再
発
見
す
る
こ
と

が
重
要
な
発
見
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
限
に

基
づ
き
町
長
、
議
会
が
自
治
体
の

意
思
を
決
め
ま
す
が
、
そ
の
意
思

決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
町
民

の
意
思
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
町

長
、
議
会
へ
の
信
頼
関
係
が
維
持

さ
れ
ま
す
。
町
政
の
信
頼
の
基
礎

に
あ
る
の
が
町
民
の
発
見
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
地
域
社
会
の
発
見

で
す
。
地
域
社
会
の
行
き
詰
ま
り

そ
の
も
の
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
、
画
一
的
な
中
央
集
権
の
と

き
に
は
、
地
域
の
特
色
は
す
っ
か

り
無
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
と
い
う
も
の
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
自
分
達
の

足
元
に
は
色
々
な
資
源
が
あ
る
。

自
分
達
の
足
元
を
も
っ
と
よ
く
見

て
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
担
い
手
は
誰
か
と
い
い
ま
す

と
町
民
で
す
。
も
っ
と
地
域
に
関

心
を
持
ち
、
そ
し
て
、
地
域
の
課

題
を
住
民
皆
で
議
論
し
、
地
域
の

自
治
を
行
う
協
議
会
制
度
を
作
り
、

地
域
の
宝
を
探
し
、
そ
し
て
、
そ

の
宝
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
協
働
の
仕
組
み
を
定

め
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
こ
れ
ら

を
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

が
、
自
治
基
本
条
例
の
中
に
は
謳

わ
れ
ま
す
。

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
地
域
社
会
の
行
き

詰
ま
り
で
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が

あ
り
ま
す
が
、
地
域
社
会
の
自
治

の
再
建
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
社
会
へ
の
「
参
加
と
協
働
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
の
中
の
多
く
は

理
念
的
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
自
治
基
本

条
例
は
、
現
状
を
変
え
る
一
つ
の

手
段
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

　

３
月
16
日
、
大
空
町
役
場
議
事

堂
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
、
講
演
会
の
内

容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
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 大空町議会構成が決定

  ～ 議長には、後藤幸太郎議員が選任されました ～

  ４月２７日に開催された第１回臨時町議会において、

議長に後藤幸太郎議員、副議長に田中勝吉議員が選任さ

れました。

　また、所管する事務の調査議案、請願・陳情などの審

議会運営全般について意見を調整する議会運営委員会等

の構成が決定されました。

　各委員会の所管する主な事項と所属する議員は次のと

おりです。（敬称略）

大空町議会議長

後藤幸太郎

大空町議会副議長

田中勝吉

【総務文教厚生常任委員会】

議員名（敬称略） 役職名

近藤　哲雄 委員長

松田　信行 副委員長

勝田　鉄城

松岡　克美

品田　好博

●条例に関する事項
●財政及び財産管理に関する事項
●地域振興対策に関する事項
●地域審議会に関する事項
●新町建設計画に関する事項
●総合計画に関する事項
●行財政改革に関する事項
●事務事業評価（政策評価）に関する事項
●社会福祉に関する事項
●住民活動に関する事項
●環境・衛生に関する事項
●保健・医療に関する事項
●少子・高齢化に関する事項
●学校教育に関する事項
●社会教育に関する事項
●総務文教厚生常任委員会の所管に関する
  陳情・請願に準ずる事項　他

主
な
所
管
事
項

【産業建設常任委員会】

議員名（敬称略） 役職名

   深川　 曻 委員長

　 斎藤　宏司 副委員長

   田中　勝吉　

　 小島　一弘

   植田　泰弘

   中堀　君子

●農業・畜産・林業・水産業の振興に関す
  る事項
●商工業の振興に関する事項
●観光の振興に関する事項
●地場産業の振興に関する事項
●道路・河川・水対策に関する事項
●土木・建築工事に関する事項
●公営住宅・都市計画に関する事項
●産業建設常任委員会の所管に関する陳
  情・請願に準ずる事項　他

主
な
所
管
事
項

【議会運営委員会】

議員名（敬称略） 役職名

   植田　泰弘 委員長

   斎藤　宏司 副委員長

   深川   曻

   松岡　克美

   松田　信行

   近藤　哲雄

【議会広報編集特別委員会】

議員名（敬称略） 役職名

　 松田　信行 委員長

　 中堀　君子 副委員長

　 斎藤　宏司

　 品田　好博

●議会の運営に関する事項

●議会の会議規則、委員会条例に関する
  事項

●議長の諮問に関する事項

主
な
所
管
事
項

●議会広報の編集、発行に関する事項

●議会ホームページの編集に関する事項

主
な
所
管
事
項
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大空町自治会連合会表彰
永

年にわたり自治会活動に貢献のあった方々へ自治会連合会表彰が行われました。自治会連合会

役員や自治会役員を永年務められた５名に寺島準一連合会会長より表彰状が手渡されました。

功労賞　　芳 賀　弘 昭さん 功労賞　　合 田　政 信さん

功労賞　　友 田　敏さん功労賞　　佐々木　敏 枝さん

　平成１０年から２１年までの

間、通算１２年以上にわたり栄町

第５自治会役員を務められ、自治

会振興発展に大きく寄与されまし

た。

　昭和５８年から平成２１年まで

の間、通算１３年以上にわたり日

の出町第２自治会役員を務めら

れ、自治会振興発展に大きく寄与

されました。

　昭和６２年から平成２１年まで

の間、通算１０年以上にわたり北

一自治会役員を務められ、自治会

振興発展に大きく寄与されまし

た。

　昭和６０年から平成２１年まで

の間、通算１０年以上にわたり日

の出町第２自治会役員を務めら

れ、自治会振興発展に大きく寄与

されました。

功労賞　　岡 田　ミツ子さん

　平成１６年から２１年までの間、大空町自治

会連合会理事、大空町自治会女性部連絡協議会

会長、夕陽台自治会女性部長などを務められ、

自治会連合会及び自治会振興発展に大きく寄与

されました。

５
月２０日に開催された第２回臨

時町議会において、副町長・教

育委員・監査委員・職員懲戒審査委員　

が選任（任命）されましたのでお知ら　

せします。（敬称略）
川口　明夫

（大空町企画課長）

大空町副町長の選任 大空町教育委員会委員の任命

丹羽　早苗
（再　任）

渡邊　國夫
（大空町福祉課長）

大空町監査委員の選任

佐々木　健
（再　任）

松岡　克美
（大空町議会議員）

大空町職員懲戒審査委員会委員の選任

河崎　曻陽
（再　任）

廣川　和寛
（再　任）

竹内　幸次
（再　任）

大空町の新たな顔ぶれ！
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対象の方には、７月に平成２２年度の保険料をお知らせする予定です

後期高齢者医療制度

７５歳以上の方と６５歳から７４歳で一定の障がいのある方が対象です

【お問い合わせ先】

　福祉課保険医療係（内線１０７）

　住民生活課町民生活係（内線４３４）

役

支

保険料について

後
期高齢者医療制度では、２年ごとに保険料率を決めており、平成２２・２３年度は、新しい保険

料率になります。

■平成２２・２３年度の保険料率

◆均等割の軽減（年額）

●軽減は、加入者と世帯主の所得の合計で判定します。

●加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

●１年間の保険料の上限額は５０万円です。

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

均  等  割

【１人当たりの額】

４４，１９２円

【本人の所得に応じた額】

（所得ー３３万円）×

所　得　割

１０．２８％

＝＝＋＋ 1 年間の保険料

（１００円未満切捨て）

年金からのお支払い方法を口座振替に変更できます

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減前（年額）

３３万円かつ加入者全員が年金収入８０万円
以下で他の所得がない

９割軽減 44,192 円

３３万円 8.5 割軽減 44,192 円

３３万円＋（２４万５千円×世帯主以外の加
入者数）※単身世帯の方は該当しません。

５割軽減 44,192 円

３３万円＋（３５万円×世帯の加入数） ２割軽減 44,192 円

軽減後（年額）

 4,400 円

 6,628 円

22,096 円

35,353 円

（例 )年金収入１６８万円の 1人世帯の軽減判定の所得の求め方

３３万円

（軽減判定の所得）

８．５割

軽　　減

１２０万円

（公的年金等控除額）

１６８万円         

（年金収入）

１５万円

（特別控除額）
ー ー ＝

■保険料率の軽減

　口座振替をご希望される方は、　福祉課保険医療係、　住民生活課町民生活係へ

お申し出ください。

　【お申し出の際に必要なもの】　①本人の保険証　②預金通帳とお届け印

支役
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●加入者個人の所得で判定します。

　この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養者だった方は、所得割はかか

らず、均等割が９割軽減となります。市町村国保や国民健康保険組合は除きます。

　災害などで重大な損害を受けたときや失業その他特別な事情で、生活が著しく困窮し、保険料の

納付が困難な方については、保険料が減免となる場合があります。

  詳しくは、お問い合わせください。

　例として掲載したもので、世帯区分や　年金以外の所得などにより、実際の年間保険料額は異な

ります。

◆単身世帯 (世帯主）の場合
◆夫婦２人世帯 (２人とも加入者 )で、

　  妻の年金収入が８０万円以下の場合

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から３３万円を引いた額が５８万円以下の方 ５割軽減

年金収入
均等割
軽  減

所得割
軽  減

平 成 22 年 度
年 間 保 険 料

80 万円 ９割 4,400 円

153 万円 8.5 割 6,600 円

168 万円 8.5 割 ５割 14,300 円

180 万円 ２割 ５割 49,200 円

211 万円 ５割 74,000 円

250 万円 143,900 円

年金収入
区
分

均等割
軽  減

所得割
軽  減

平成 22 年度
年 間 保 険 料

80 万円
夫 ９割 4,400 円

妻 ９割 4,400 円

153 万円
夫 8.5 割 6,600 円

妻 8.5 割 6,600 円

168 万円
夫 8.5 割 ５割 14,300 円

妻 8.5 割 6,600 円

180 万円
夫 ５割 ５割 35,900 円

妻 ５割 22,000 円  

211 万円
夫 ２割 ５割 65,100 円

妻 ２割 35,300 円

250 万円
夫 143,900 円

妻 44,100 円

年間保険料 4,400 円

◆所得割の軽減

◆被用者保険の被扶養者だった方の軽減

■保険料の減免

■年間保険料額の例 (年金収入のみの例）

お問い合わせ先
 北海道後期高齢者医療広域連合　０１１（２９０）５６０１
 　福祉課保険医療係（内線１０７）
　 住民生活課町民生活係（内線４３４）支

役
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【お問い合わせ先】

　住民課生活環境係　　　（内線１０３）

　住民生活課地域環境係　（内線４３２）

役

支

生ごみ処理機等の購入費補助金制度

ご
みの減量化、再資源化を推進するために、生

ごみを処理する機器の購入に対して補助金を

交付します。

○対象の要件　　：　町内の個人、町税等を滞納していない方、設置場所が確保できる方

○申請時の書類　：　大空町生ごみ処理機等購入費補助金交付申請書、領収書の写し

対 象 機 器 補 助 金 額 補 助 割 合 等

機械式生ごみ処理機
１台につき

 （上限）　20,000 円

１世帯１台を限度　

  購入費の 1/2  (1,000 円未満の端数切り捨て )

埋込式生ごみ処理容器

（コンポスト） １台につき

 （上限）　 3,000 円

１世帯２台を限度

　購入費の 1/2  (100 円未満の端数切り捨て）密閉式生ごみ処理容器

  （ＥＭ発酵剤使用） 

ストップ !! 　       
『不法投棄』   

　町内の数ヵ所（河川敷地や沢）で、不法投棄が見

つかりました。家電製品（テレビやビデオ）、買い

物袋に入ったごみ、古タイヤなどです。

　マナーを守ってごみを出すようご協力をお願いい

たします。

受
動
喫
煙
防
止
対
策

平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
役
場
庁
舎
お
よ
び
そ
の
他
公
共

施
設
内
は
、
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
悪
影
響
を
排
除
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

庁
舎
内
全
面
禁
煙
と
し
、
外
に
喫
煙
場
所
を
指
定
し
ま
す
。

　

学
校
は
従
来
ど
お
り
敷
地
内
も
含
め
て
全
面
禁
煙
。
従
来
か

ら
分
煙
し
て
い
た
施
設
は
、
施
設
内
全
面
禁
煙
と
し
、
外
に
喫

煙
場
所
を
指
定
し
ま
す
。
ま
た
、
玄
関
付
近
な
ど
に
喫
煙
場
所

を
設
け
て
い
た
場
所
は
、
受
動
喫
煙
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
移
動
し
ま
す
。
施
設
の
表
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
禁
煙
と
し
、
喫
煙
場
所
を
指
定
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

総
務
課

　

（
内
線
２
０
２
、
２
０
５
）

●
役
場
庁
舎
・
東
藻
琴
総
合
支
所
庁
舎

●
そ
の
他
公
共
施
設

●
野
球
場
、
公
園
な
ど
の
屋
外
施
設

６
月
１
日
か
ら
公
共
施
設
全
面
禁
煙

生ごみ

役
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国民年金の請求手続きは
お済みですか？

　

昭
和
20
年
5
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
は
、

65
歳
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
国
民
年
金
の

請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

国民年金
【お問い合わせ先】

　北見年金事務所　TEL ０１５７－３３－６００５

　  住民課町民係　　　　（内線１０２）

　  住民生活課町民生活係（内線４３１）支

役

　

保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
場
合

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
方
の
た
め
に
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満

の
方
や
学
生
も
納
付
が
猶
予
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
に
は
、
該
当
す
る
方

が
届
け
出
る
こ
と
で
受
け
ら
れ
る

「
法
廷
免
除
」
と
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

(

１
／
４
・
１
／
２
・
３
／
４
）

が
免
除
と
な
る
「
申
請
免
除
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る

方
は
、
農
業
者
年
金
加
入
者
を
除

く
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
、
道
内
に

住
民
票
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受

け
取
る
国
民
年
金
の
不
足
を
補
う

た
め
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
創
設

さ
れ
た
公
的
年
金
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
国
民
年

金
基
金
（
０
１
２
０
（
６
５
）

４
１
９
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　「ねんきんダイヤル」では、一般の年金相談を

  受け付けています。

　ＴＥＬ：０５７０ー０５ー１１６５

　○月～金曜日：午前８時３０分から

　　　　　　　　午後５時１５分まで

　　※ただし、月曜日は午後７時まで受付します。

　○第２土曜日：午前９時３０分から

　　　　　　　　午後４時まで

　「ねんきん定期便」や「ねんきん特別便」につ

  いてご相談を受け付けています。

　ＴＥＬ：０５７０ー０５８ー５５５

　○月～金曜日：午前９時から午後８時まで

　○第２土曜日：午前９時から午後５時まで

ねんきん定期便専用ダイヤルねんきんダイヤル

　

以
上
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
原

則
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
が
、
全

額
免
除
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

に
つ
い
て
は
、
申
請
時
に
「
継
続

申
請
」
を
希
望
す
る
と
、
翌
年
か

ら
は
本
人
の
申
請
手
続
き
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

  

ま
た
、
免
除
、
猶
予
を
承
認
す

る
際
に
は
、
前
年
の
所
得
が
基
準

と
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
所
得

の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
は
、
保
険
料
を
払
う
の
が
つ

ら
い
か
ら
と
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
か
な
い
で
、
免
除
や
猶
予
の
手

続
き
を
し
て
お
け
ば
、
そ
の
期
間

が
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格

期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
額
を
算
出
す
る

際
に
免
除
期
間
は
減
額
さ
れ
ま
す

が
、
計
算
に
入
れ
る
事
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
納
め
て
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
に
近
づ
け
る
事
が
で
き

ま
す
。

未
納
と
免
除
で
は
、
年
金
に
大
き
な
差
が
！

◆
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
の
免

　
除
制
度

◆
30
歳
未
満
の
た
め
の
若
年
者
納

　
付
猶
予
制
度

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学

生
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中

の
保
険
料
を
後
払
い
に
で
き
ま

す
。

　

国
民
年
金
の
制
度
内
容
や
手
続

き
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
時
間
〉

　

６
月
１
日
・
７
月
６
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

〈
会　

場
〉

　

網
走
市
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
交
流

　

セ
ン
タ
ー(

エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー)

＊
混
雑
の
緩
和
と
相
談
時
間
を
確

保
す
る
た
め
完
全
予
約
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、
相
談
日
の
１
カ

月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

〈
予
約
電
話
番
号
〉

　

０
１
５
７
（
３
３
）
６
０
０
７

◆
国
民
年
金
事
務
相
談
所
開
設
日

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

　

国
民
年
金
基
金

◆
学
生
の
た
め
の
学
生
納
付
特
例

　
制
度

　

同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得

に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
が
、
一
定
以
下
の
20
歳
以

上
30
歳
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
後
払
い
に
で

き
ま
す
。

9



（　　　　　  ）

ハルニレの木を植樹

　５月１４日、道路建設株式会社（網走出張

所所長　古戸正美氏）の職員の皆さんが、社

会貢献を目的として、女満別運動公園内の枯

れた樹木の伐採・除根とハルニレの木１０本

を提供、ボランティアで植樹してくださいま

した。

　ありがとうございました。

東藻琴Ｂ＆Ｇ修繕費助成

　５月１２日、役場町長室において、「Ｂ＆

Ｇ海洋センター修繕助成」決定書授与式が行

われました。

　授与式では、Ｂ＆Ｇ財団専務理事　広渡英

治氏から山下町長へ助成決定通知書が手渡さ

れました。この助成金は、東藻琴Ｂ＆Ｇ海洋

センターをより安全で快適な施設にするため、

屋根の全面防水塗装、外壁塗装に活用されま

す。

待ちに待ったプールオープン

　両地区Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールが、５

月２２日にオープンしました。

　オープンを待ちわびていた子どもたちは、

今シーズン初の泳ぎを楽しんでいました。

※今シーズンの利用は、９月下旬までを予定

しています。

「メルヘン ピット」に愛称決定！！

　町では、現在建設中の大空町メルヘン観光

交流センターの愛称を募集していました。

　選考の結果、応募総数５１点中、天野京子

さん（夕陽台）が応募した「メルヘン ピッ

ト」に決定しました。たくさんのご応募あり

がとうございました。
《愛称の説明》Ｆ１レースのピットの様に旅の途中でピッ

トインして休憩をしたり、飛行機のコックピットのように

大空町観光の中枢になってほしいという願いを込めて。
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ま ち の 話 題
OZORA TOWN'S TOPICS

観光シーズン到来！！

　網走湖女満別湖畔において、５月１日湖水

開き（ＮＰＯ法人めまんべつ観光協会主催）

が行われました。

　来賓や関係者など、約６０人が参加し、湖

の安全祈願の後、テープカットが行われまし

た。

　７月１日には、湖畔キャンプ場がオープン。

中旬には、しじみ採りが始まり、本格的な観

光シーズンを迎えます。

大空町５周年記念事業始動

　４月２８日、大空町５周年記念事業「町民

舞台」実行委員会が設立されました。

　大空町５周年を記念して町民舞台「構成詩

曲『大空の四季』」を来年３月５日に上演す

ることとなりました。

　この舞台は、１人でも多くの町民の皆さん

に参加してもらうことを第一の目的にしてい

ますので、是非ご参加ください。詳しくは、

今後の実行委員会通信でお知らせします。

大盛況！フレッシュマーケット

　４月２４日、東藻琴高校で第１回フレッ

シュマーケットが行われました。

　会場には、新製品のトマトジュースや加工

品、農産物などを求めるたくさんのお客さん

が訪れました。

　今後フレッシュマーケットは、７月３日、

１０月９日、１２月１１日の日程で行われる

予定です。

ご協力ありがとうございました

　網走湖女満別湖畔で、４月２３日に湖畔清

掃（ＮＰＯ法人めまんべつ観光協会主催）が

行われました。

　早朝から３００名という大勢の方々に清掃

活動に参加してていただき、観光シーズンに

向けての準備が整いました。

　ご協力ありがとうございました。
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ほめてあげてね！
―虫歯ゼロの子紹介―

浅 井　陸 玖くん

（栄町第１）

丹 治　椋 都くん

（中央）

髙 野　弥 采ちゃん

（栄町しらかば）

り く

む く とみ こ と

鈴 木　璃 奈ちゃん

（昭和第２）

吉 野　琴 音ちゃん

（東陽）

り な

こ と ね

５
月に行われた３歳児健診で、虫歯のない

子が５人いましたので、ご紹介します。

　これからも歯みがきを頑張りましょう。

８
月診療分より、乳幼児等医療費の医療機関等での窓口払いが変わります。

病院にかかったときに、保険証と一緒に乳幼児等受給者証を提示することにより、医療費の自己

負担分を町が直接医療機関へ支払うこととなります。

    ※対象者の保護者の方には、改めて７月中旬に通知します。

　　※一部の国保組合に加入されている方は、町と医療機関との直接払いができず、今までどおり一

　　　旦医療費を支払っていただき、後から口座へ振込むこととなります。

　北海道内にある医科・歯科・調剤の医療機関等

※道外の医療機関等と道内の柔整（整骨院など）

　については、今までどおり一旦医療費を支払っ

　ていただく口座払いになります。

入　院～０歳から小学校６年生まで

入院外～０歳から小学校就学前まで

※健診や予防接種などの健康保険適用外につい

　ては助成対象外ですので受給者証は使用できま

　せん。

※所得制限がございますので、詳しくはお問い

　合わせください。

■助成対象医療費■窓口での医療費負担がなくなる医療機関等

【お問い合わせ先】

　福祉課保険医療係　　　内線１０７

  住民生活課町民生活係　内線４３４

役

支

現在お持ちの受給者証は、7月 31 日で有効期限が切れますので、役場まで更新にお越しください。

乳幼児等医療費の支払い方法が変わります
～医療機関等での医療費窓口負担がなくなります～
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町
長
手
記

地
方
空
港
①

　

今
年
は
、
ま
ち
の
空
に
飛
行
機

が
初
め
て
飛
ん
で
か
ら
75
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
す
。
女
満
別
空

港
は
流
氷
観
測
か
ら
始
ま
り
、
海

軍
飛
行
場
を
経
て
民
間
機
が
飛
ぶ

よ
う
に
な
り
、
昭
和
60
年
に
は

ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
順
調
に
利
用
客
が
伸
び
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
方
の
空
の
玄
関
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
女
満
別
空
港
の
利

用
者
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
平
成

10
年
11
年
に
は
110
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
80
万
人
を

割
っ
て
い
ま
す
。
函
館
、
仙
台
、

新
潟
、
伊
丹
、
関
西
、
広
島
、
福

岡
の
路
線
は
運
休
と
な
り
、
現
在

は
新
千
歳
、
丘
珠
、
羽
田
、
中
部

を
結
ぶ
路
線
だ
け
で
す
。
ま
た
、

航
空
事
業
者
の
経
営
効
率
が
優
先

さ
れ
、
機
材
は
小
型
化
へ
と
向

か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
女
満
別
空

港
に
限
ら
ず
、
全
国
の
地
方
空
港

が
抱
え
る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
国
に
空
港
を
造
り
過

ぎ
た
と
の
批
判
も
あ
り
ま
す
。
景

気
の
低
迷
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
、
燃
料
の
高
騰
、
高
速
道
路

料
金
の
割
引
な
ど
様
々
な
要
因
に

よ
り
、
航
空
事
業
者
の
経
営
は
大

変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
航
空
事
業
者
は
、
幹
線

で
収
入
を
確
保
し
、
経
営
が
大
変

な
ロ
ー
カ
ル
線
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。
地
方
側
も
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
路
線
の
開
設
、
維
持
、

機
材
の
大
型
化
を
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
応
え
て

く
れ
る
企
業
体
力
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

空
港
は
、
人
の
動
き
を
支
え
る

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
公
共

の
交
通
機
関
で
す
。
陸
路
、
海

路
、
空
路
が
、
充
実
し
て
初
め
て

交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
ば
れ

ま
す
。
行
政
機
関
は
、
単
に
経
営

効
率
だ
け
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か

を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

統
計法に基づく国勢調査が１０月１日を基準

日として全国で実施されます。国勢調査は

５年に一度、日本国内に住むすべての人・世帯を

調査する大規模な調査です。

　調査を正確に実施するためには、調査員の支援

が必要ですので、町では調査員を募集します。

 調査員は、総務大臣が任命する非常勤の国家公

務員です。多くの調査員の方が必要ですので、ご

応募いただきますようお願いいたします。

国勢調査の調査員募集

【調査員の仕事】

　　説明会への出席／準備調査（担当調査区へ

　のリーフレット配布など）／本調査（調査票

　の配布）／調査書類の作成・提出

　※今回から調査票の回収方法を原則各世帯か

　ら町へ郵送する形に変更しました。又、調査

　員は調査票の記入内容の確認事務を行わなく

　なりました。

【報　　酬】

　　約４万円（１調査区）

【応募方法】

　　電話または FAX で、氏名、性別、住所、生

　年月日、電話番号をご連絡ください。

【応募締切】

　６月３０日（水）

【対　　象】

　　警察・選挙・税務に直接関係のない２０歳

　以上の方で、調査期間中、支障なく調査活動

　に従事できる方

【任命期間】

　　９月１日から１０月３１日まで（予定）

調 査 員 募 集 内 容

【応募・問い合わせ先】

　企画課企画調整係（内線２１２）

　地域振興課地域振興係（内線４１７）

役

支
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おしらせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

【お問い合わせ先】

　大空町役場　

　　　ＴＥＬ　０１５２－７４－２１１１

　大空町東藻琴総合支所

　　　ＴＥＬ　０１５２－６６－２１３１

　ホームページ

　　http://www.town.ozora.hokkaido.jp　

６月の主な行事

　５日（土）東藻琴小学校運動会

　　　　　　 9:00　東藻琴小学校

１２日（土）豊住合同大運動会

　　　　　　 9:00　豊住小学校

１３日（日）藻琴山夏山開き（安全祈願祭）

　　　　　　10:00　藻琴山６合目駐車場

１９日（土）女満別小学校運動会

　　　　　　 8:40　女満別小学校

２０日（日）東藻琴幼稚園運動会

　　　　　　 9:00　東藻琴幼稚園

２６日（土）東藻琴消防団消防演習

　　　　　　 9:00  緑とチーズの里ふれあいパーク内イベント広場

２７日（日）女満別幼稚園運動会

　　　　　　 9:00  女満別幼稚園

役

６月３０日（水）は、

町 道 民 税　 第 １ 期

の納期限です。

　アトピー、喘息、胃炎、大腸炎、高血圧、糖尿病

そしてがん・・・子どもから大人までみんなが気に

なるさまざまな病気・・・それらが起こるしくみ、

そして病から身を守る方法を「免疫学」の考え方か

ら楽しく、熱く語ります。

たくさんの方のご来場お待ちしております。

※東藻琴地区から会場まで、バスの運行を予定し

ています。詳しい内容は今後の広報誌等でお知らせ

します。

【お問い合わせ先】

　　福祉課健康推進係（内線１１３）

◆と　き　７月７日（水）

　　　　　午前１０時～正午

◆ところ　女満別研修会館（大会議室）

健康づくり講演会開催
『免疫 (めんえき )革命！

　　　病気から自分と家族を守る生き方』

●講　師

　新潟大学大学院歯学総合

　研究科教授

　安保　徹　氏
あ ぼ　 とおる

（誤）リサイクルセンター直接搬入　　　　　　　　

　　　　

⇒

（正）リサイクルセンターまたは資源物ステーション

お詫びと訂正
　４月号広報に折り込みました『ごみ

分別収集の手引き〈改定版〉』の「ご

み（資源物）の分類について」（Ｐ５）

中、乾電池の取り扱いについて誤りが

ありましたので訂正いたします。

【お問い合わせ先】

　住民課生活環境係　　　（内線１０３）

　住民生活課地域環境係　（内線４３２）

役

役

支
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自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

と
町
は
、
自
衛
官
志
願
者
に
対

す
る
情
報
提
供
や
地
域
で
の
広

報
、
相
談
活
動
な
ど
を
行
う
自

衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
次
の

方
に
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

伊
勢
谷
義
信
さ
ん
（
東
区
）

　
　
　
　

（
６
６
）
２
２
１
４

　

平　

靖
子
さ
ん
（
本
郷
）

　
　
　
　

（
７
４
）
３
５
５
８

※
任
期
は
、
平
成
22
年
６
月
１

日
か
ら
２
年
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
０
２
）

　

地
域
振
興
課
総
務
管
理
係

　
　
　
　
　

（
内
線
４
１
１
）

支

　

工
事
に
よ
り
、
町
道
中
央
霊

園
線
が
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不

便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
止
め
区
間
を
短

く
区
間
分
け
し
て
、
で
き
る
限

り
お
墓
参
り
な
ど
の
利
用
者
に

は
ご
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。
通
行
止
め
区
間

や
そ
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て

は
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り

ま
す
の
で
、　

建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役

役

訓練

エ
ア
・
ド
ゥ
実
機
訓
練

　

エ
ア
・
ド
ゥ
は
、
６
月
15
日

か
ら
24
日
ま
で
の
期
間
、
女
満

別
空
港
で
運
航
乗
務
員
の
実
機

訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
機
訓
練
は
、
女
満
別
空
港

の
定
期
便
運
航
の
合
間
で
行
わ

れ
ま
す
。
訓
練
期
間
中
は
、
定

期
便
と
は
異
な
る
飛
行
ル
ー
ト

で
大
空
町
・
美
幌
町
の
上
空
を

複
数
回
繰
り
返
し
飛
行
し
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課
地
域
振
興
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
１
１
）

役

口蹄疫

女
満
別
空
港

通行止

町
道
中
央
霊
園
線

　

５
月
21
日
、
北
海
道
は
、
宮

崎
県
内
で
の
口
蹄
疫
拡
大
を
受

け
、
空
港
到
着
口
に
、
ウ
イ
ル

ス
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
消
毒

マ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

支

休館

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

フ
ロ
ッ
ク
ス

　

６
月
10
日
（
木
）
か
ら
17
日

（
木
）
の
８
日
間
は
、
浴
槽
修

繕
及
び
定
期
清
掃
の
た
め
、
入

浴
施
設
を
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　

（
６
６
）
２
０
７
０

支支

お願い

ウ
エ
ス
提
供

出
さ
ず
に
、
女
満
別
幼
稚
園
に

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ウ
エ
ス
は
、
女
満
別

幼
稚
園
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
る

か
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

●
期　

限　

６
月
２
日
（
水
）

　

ウ
エ
ス
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
６
月
２
日(

水)

ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

女
満
別
幼
稚
園　
　
　
　
　

　
　
　
　

（
７
４
）
２
６
７
１

相談

自
衛
官
募
集
相
談
員

　

狩
猟
免
許
試
験
が
、
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
試
験
日　

７
月
４
日
（
日
）

●
試
験
地　

網
走
市
（
網
走
市

北
７
条
西
３
丁
目　

オ
ホ
ー
ツ

ク
合
同
庁
舎
３
階
講
堂
）

●
受
付
期
間

　

６
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
６
月
21
日

（
月
）
必
着

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課

自
然
環
境
係

０
１
５
２
（
４
１
）
０
６
３
０

試験

狩
猟
免
許
試
験

　

女
満
別
幼
稚
園
父
母
の
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ウ
エ

ス
（
木
綿
・
ボ
ロ
布
）
を
提
供

い
た
だ
き
、
そ
の
ウ
エ
ス
を
販

売
し
て
園
児
の
活
動
の
た
め
の

資
金
に
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
あ
る
や
わ
ら
か
い

綿
80
％
以
上
の
シ
ー
ツ
・
シ
ャ

ツ
・
タ
オ
ル
な
ど
を
資
源
物
に

役

●
通
行
止
め
箇
所

　

中
央
霊
園
線
（
女
満
別
中
央
）

●
通
行
止
め
期
間

　

５
月
24
日
～
７
月
20
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
土
木
係

　
　
　
　
　

（
内
線
３
２
７
）
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自
治
会
名

　
氏
　
　
　
　
　
名
　
　
　
保
護
者

○
中
央
区
　
富
　
樫
　
颯
　
太
く
ん
　
宇
一
さ
ん

○
栄
町
第
１

　
下

　
山

　
晴

　
大
く
ん

　
晃
博
さ
ん

○
錦
町
は
な
ぞ
の

　
山

　
田

　
結

　
愛
ち
ゃ
ん

　
孝
浩
さ
ん

○
錦
町
第
３

　
三

　
浦

　
正

　
史
く
ん

　
尚
史
さ
ん

発　
行
／　

大
空
町
役
場
企
画
課
広
報
広
聴
係　

　
　
　
　

〒
０
９
９
－
２
３
９
２　

北
海
道
網
走
郡
大
空
町
女
満
別
西
３
条
４
丁
目
１
番
１
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
１
５
２

）７
４
－
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
１
５
２

）７
４
－
２
１
９
１

●人　口　８，１９０人（ー２７）

●　男　　３，９９８人（ー　７）

●　女　　４，１９２人（ー２０）

●世帯数　３，１４６戸（＋　６）

人口と世帯（前月比）

平成２２年４月末日現在

窓口

　だより

【e
-
mai

l

】　

i
n
fo@

t
own

.
ozo

r
a.h

o
kka

i
do.

j
p

【U
　

R
　

L

】　

h
t
tp:

/
/ww

w
.to

w
n.o

z
ora

.
hok

k
aid

o
.jp

 
広

報　
お

お
ぞ

ら
６

月
号

（Ｎ
ｏ

.
５

１

）

町長室だより ６月の総合支所勤務日
山下町長の６月の総合支所勤務日

をお知らせします。
３日（木）・２１日（月）・２９日（火）

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん　

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
自
治
会
名

　
氏
　
　
　
　
　
名
　
　
　
年
齢

○
中
　
央
　
吉
　
田
　
ナ
　
カ
さ
ん
　
76
歳

○
西
　
区
　
山
　
本
　
忠
　
夫
さ
ん
　
81
歳

○
南
　
区
　
熊
　
谷
　
　
章
　
さ
ん
　
74
歳

○
旭
　
台
　
髙
　
木
　
保
　
秀
さ
ん
　
82
歳

○
日
　
進
　
高
　
木
　
正
　
治
さ
ん
　
63
歳

○
北
１
区
　
久
留
米
　
　
孝
　
さ
ん
　
91
歳

○
本
　
郷
　
相
　
川
　
ハ
ル
ヨ
さ
ん
　
95
歳

○
西
　
区
　
須
　
田
　
と
　
よ
さ
ん
　
103
歳

○
栄
町
し
ら
か
ば

　
大
　
山
　
久
　
子
さ
ん
　
80
歳

●
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
中
　
央
　
吉
　
田
　
利
　
昭
さ
ん

　
　
妻
の
死
亡
　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
日
　
進
　
高
　
木
　
正
　
則
さ
ん

　
　
父
の
死
亡
　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
豊
　
里
　
平
　
野
　
芳
　
子
さ
ん

　
　
夫
の
死
亡

　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
本

　
郷

　
相

　
川

　
　
毅

　
さ
ん

　
　
母
の
死
亡

　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
旭

　
台

　
髙

　
木

　
ふ

　
じ
さ
ん

　
　
夫
の
死
亡

　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
南

　
区

　
熊

　
谷

　
律

　
子
さ
ん

　
　
夫
の
死
亡

　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
西

　
区

　
野

　
村

　
麗

　
子
さ
ん

　
　
夫
の
死
亡

　
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
北
１
区
　
久
留
米
　
和
代
子
さ
ん

　
　
夫
の
死
亡
　
香
典
返
し
を
廃
し
て

▼
大
空
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
町
へ
）

○
千
葉
県
　
藤
　
島
　
由
紀
夫
さ
ん

そ

う

た

は

る

と

ゆ

な

ま

さ

し

　

6月休日当番病院
※救急患者のための診療です。

　一般の外来診療を受ける方は、

　ご遠慮ください。

美
幌
地
区

　６日（日）玉川医院（美幌）　　　　７５－２７８０

１３日（日）平間医院（美幌）        ７２－１８８１

２０日（日）女満別中央病院　　　　　７４－２１８１

２７日（日）みやざわクリニック（美幌）　７５－０８００

網
走
地
区

内　　科 外　　科

網走厚生病院　　　４３－３１５７

網走中央病院　　　４４－８６１１

こが病院（網走）  ６１－０１０１

網走厚生病院　　　４３－３１５７

　６日（日）網走厚生病院　　　　　４３－３１５７

１３日（日）後藤田医院（網走）  　４４－６８１１

２０日（日）角谷こどもクリニック　６１－２３３２

２７日（日）網走厚生病院　　　　　４３－３１５７




